
確認書れている定説についての説明が教育の中心で参bT 自分だけの考え方や新 しい学説の紹介を

どは原則的には禁ぜらるべき性質のものと考えられ,その教科番につhても同じことが言えると思

う○

たとえば高校の地理の教科番にはその人だけの考え方による世界の真候 区分などが見られるが,

上れは少をくとも今述べたようを私の意見には相反するものT, この種のことは大学で学ぶべきも

のではなかろうか.しかしこれとてもあくまで私一街の考え方であD,これと対立的の意見があっ

ても一向に盲しつかえ浸く,いろいろちがった考えが併存するところに大学の自由と学問の発達が.

見出されるのであろうO.

地 図 開一 眼

幸 田 清 音

ずっと以前のことT, しかもつい昨日のできごとのように新 らしい幾つかの思い出の中から-つ

一 白山の出作小屋での一夕,赤々と燃える図炉由の火を囲んで主人 と私の対話 - まもソバのあ

とでは余b収量吐出7たいでしよう｡小豆は?大豆は?といった私の質問に主人は素直に答えていた｡

一通b開きたいことを開いたので,RJ3日の予定は,ここから坂道を下b′)､川を漉D,かや原を分け

庫畑を右に見て･･･といったよう怒ことを言うと,突然主人は ｢しまった｣とどなった｡そ して ｢税

務署だO正直に言って手帳に書かれて しまったO明日起きがけに出作の連中にふれまわらをくては

･･-･･｣(数十年前すでに税苛穿攻勢はこのようを奥山までも見逃がすもので夜かったらしい｡ )

私はふれ壇わられてはかなわをいと思った｡身分証別事なども見せて陳弁これつとめたが一向に

噂があカ･B:ho ｢どうして私が税務署をe)か｣と開 くと, ｢あんたここ-ほ初めてだと言い怒がら,

土地の様子を何もかも知っているではをいか｡税務署に追いをho｣八と言 う｡ そこで私は種を明か

Ll｢この五万分の-の地Eglにみ夜番いてある｡｣と育って地図を見せたo ｢曲がbくねった線ば

かDでは食いかOごまかされないぞ｡｣と貰いをがら一体この線は何だろうといぶかる主人の好奇

心に私紘教育の可能性をみた｡それから学習段階に吐いる 一 等高線だ,崖鶴 広兼樹林苑 桑畑

だと学習が進むにつれ主人の日がだんだん輝 き出 してきた｡ここまでくれば,もう占めたもの,主

人の日が輝 きを増す糾 むじて私の態度が次第に横柄に在ってきたようである｡小一時間ばかb講義

して,竜て最後にとどめをさす思いで ｢これがあなたのこの家だo｣と教えた｡ こんを小屋まで出

ているとは-勿体ないと主人絶句｡やがて ｢この地図を譲ってほ しい｡｣ ときた｡ ｢これは中 手々

に人 らをい｡入 ってもひどく借が高い｡｣と私 ｢レ､くら高 (ても是非とむ と主人 私は頃合良しとI

見て白状 した｡ - トー枚 13鈎 金沢でも′J､松でも売っている｡｣一 私壮山から下Dです('白
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量図幅を送b)tj享けた｡主人の喜びが手にとるように私の心の中にひろがっていた｡
′

私娃地理の教師として長年地図を曲事に揮 きた鶴 教壇でこれほど心のあたたまったことも無

hLl教わる方もこれほど意欲的にをったことが無hようである｡教壇では何かが欠けてhる.何

かに甘えているのか｡私は肉迫するものを求めて縛られぬ 40年の不毛を恥 しく思っている｡

砿●の 姑 め て の 女 子 学 生Tた ち_

別 技 篤 彦

今夜らどの大学でも女子学生の姿はめずらしいもe:ではをいが戦前ではそうでは浸く,教えるほ

うでも女子学生を受持った経験のある先生はめったにをかったろう｡戦時中私は地理調査のためジ

ャワ牢沢遺書れていたが,戦争の米鵜 それまで戦争によって閉鎖音れていたジャワの高等教育械

関を再開されるに当D, 日本人の先生を何人か加える計画がな首れ,私 も本職の外にジャカルタ女

高節の教授を兼任 して学生を教える命令を受けた｡私にとって女性を教えるのは始めてのことであ

b,しかも異民族のそれ夜のT,最初の時間はひど(緊張 して教壇に立ったものである｡私の担当

したのは専攻科の学生 10名であった｡講義はインドネシア語でやったが英語や ドイツ語の単語も

ちゃんぽんにまぜて,われをがら心猿だったと思 うが,それでもみを熱心にノートをとっていたと

ころをみると,どうにか判って(れたらしhoところが最初の時間からノー トもとらず,机に頼づ

えをついて私をじっと観察 している娘があった. 10人の中では最もしっかbした娘だという印象

を うけたo彼女は私の講義が終ると立ち上D, 日本のジャワ占領の日的,戦時中にかける日本の女

子労勘の実態,その他およそ地理に関係のをh質問をあぴせて私をだLへぷあわてさせたものである｡

その後も私がインドネシアの国土の共 し卓やその魅力をどについて話 していると,いきをD,〝先

生 ! だから私たちは困るのです｡そうしたことで外国人が次々に私たちの国にやってきた歴史を

考えると,何か我慢できをh感 じがあるのです｡この気持お判 bでしょうか〟とあぴせてきたもの

だ｡私はは.,としたg 豊かを自鶏 無限の資源の可能性をどをもつゆえに絶えず外国に植民地化さ

れ 今も他人の戦争の中にまきこまれてしまっているインドネシア民族の悩みがはっきb理解でき

たからである｡私は彼女たちがかわhそうで怒らをかった｡ほんとうにインドネシア人の身に怒っ

てその心持を理解 し夜ければ在らぬことを今さらのように思い知ら盲れたのだった｡

私はそれから彼女たちと胸襟を開いていろんをことを語bあうように在った｡投薬は講義よbゼ

ミ的夜もの,互の考えの交換の場のようにをD,私はそれを通 してインドネシア人の考え方につい∫

て実にhろいろの事を数えられたのである｡何 よb若h学生たちの反植民地主義の強い感情には目

を見脹 らされるばかDであった｡私 と彼女たちとのつきあいは 1年足 観ずで終った｡それは 1945
11.-
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